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☆複素数平面 円周上をどう表すか？
がいくのか、複素数平面上で → ゴールが d のままなので、
［図形的で考えるの
か、

複素数のまま表そう.
？ そのまま変形？'実数でこ

だ？ r l w s o . i s inn？
のは、点1を中心とする半径1の
円周上にあるので、

常にいろんな方向の意識を持っておく！ K - i I= 1 - D →絶対値は2乗して

数学塒
講の複
素数平
面も菊

を満たす。 ギロンな

初見での思考は前回動画で！ のく⇒ K - i に I
⇐ > はい）（i-1）=1

い） 共役な複素数が解になっている 何 の I = が
理 由 は ？ となるので、題意は示された。 网
Xについての使える情報はこれのみ.
「点1を中心とする半径1の円周上」
← 4次方程式から考えても何も出てこない



（2） P.q.r.SE係数）この関係、 また、同様にして
会した、5 ← 解 いえ ば . . . f t = p + f ←メと全く同じなので

も示されるので、

!

は

あと、い）の誘導も意識！ （が t x t t）（がu×+u）
=が一（t+u）が（tt tu tu）が 2tux t t u

題意より.
が_ p i t q x ? r x t s と 表 さ れ る 。 一

=（×_×）（x-I）（x-p）（x- よって、②の両辺の係数を比較すると、
と表される。 ・・

右辺を変形すると ←解と係数の関係の
（×_×）（x-I）（x_p）（x-f） 導出 で t t t u t u を得る。

非が似
咖。城
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tとUにすることを念頭に変形
であり、ここでい）より

d I = × + I



（3） |P=tt u
s t u IFftp..am ←には迠

に注目.爵な呈彳哿→、翌，

"

？昼

M "
であり、o<Rek）<2，0<Re P）<2 より
t . Uのとりうる値の範囲は、

題 意 地 で

も " 「 次 " "

調べる必要 か が必要！！
0 くた 4，0<4<4ー ー ， t t u e となる。

#

を全て考えること！

d . t . P T は相異なる複素数

←

|
ぁ.......
......讎.

逆像法が考えやすい（良問6.

$

）のキT ←これで必要十分→
Pff，
2 なのは大丈夫？？

I t . u） 蝨（P.S）である。"O'2 a B, i ある（P.s）に対する It.u）がb |！

$

！一
一。，

存在するためのMS）の必要十分条件
i ； を求めることで、（p,s）のとりうる値の範囲を

I ' 求める！



よって、 i：：
：

S < f p2 となり、
0 < u < 4

p.nu
を満たす（t.lt）が s > 4 P - 1 6

年！で
存在する . . . これが（p,s）のとりうる値の範囲である。

S = t u

ための（P.S）の必要十分条件を求めると、 これを図示すると、
s，、 5斗がs.4p.io「2次方程式 Iet川とおく

畑が。
灬激囃
稠

もっ」

t . a m . . 。

fiii："啡灥：？？D=p2-4570

となる。ただし境界は全て含まない。/


